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私たちが目指す関のまちづくりの宣言文 

私たちの目指す姿は、「関市の小中学校の先生と地域住民が連携して、

子ども達の地域の理解が進み愛着を持っている」関市です。 

そのために、「小中学校の総合的な学習の時間に地域をまだまだ活かし

きれていない」という課題に取組むことにしました。 

課題の原因は「学校の先生は忙しいにもかかわらず、総合学習の先生に

かかる労力が大きい、担当の先生が地域を知らない、地域の人材が活か

せていない」ことですが、今回は特に「学校の先生は忙しいにもかかわ

らず、総合学習の先生にかかる労力が大きい」に対して取り組みます。 

これを解決するために、行政、企業、市民活動などの他組織の活動を踏

まえ、私たちは「地域に近い」という強みを生かし「地域の宝データベ

ースの作成、地域学習スタートアップセミナー、地域学校協働コーディ

ネーター」を提案することで、関市の課題解決にもっとも貢献すること

ができると考えています。 

だから私たちは 「地域の宝データベースの作成、地域学習スタートアッ

プセミナー、地域学校協働コーディネーター」により、「関市の小中学

校の先生と地域住民が連携して、子ども達の地域の理解が進み愛着を持

っている」という関市を実現します。 

  

子ども達が地域のことをもっと知るために 
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Ⅰ 取り組んだ課題 

小中学校の総合的な学習の時間に地域をまだまだ活かしきれていない 

 

【課題に対する取り組み】 

このテーマにおける課題の原因は何か、担当課や総合的な学習の時間（以下「総合学習」

といいます。）に詳しい先生を交えながら、部会メンバーで議論しました。 

まず、部会では、知ることからはじめようと、総合学習の学習指導要領と市内全ての学

校の総合学習の時間の計画を読む会を開催しました。それぞれ担当の章を決め、その章に

ついて、A4の紙にまとめ、みんなで共有しました。 

その学習後、実際の先生方がどのような流れで総合学習のプログラムを作り、何に困っ

ているのか、ニーズ調査をすることになりました。 
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Ⅱ 取り組んだ活動 

「関市内小中学校の総合的な学習の時間の担当の先生へのアンケート」

の実施 

 

１）アンケート対象者 

関市内の小学校、中学校の計 28校の総合学習担当の先生 

 

２）アンケートの期間 

 令和 2年 7月 1日〜7月 21日 

 

３）回答数 

  19校(22名) 

 

４）アンケート内容 

質問１．総合的な学習の時間は、いつ、誰が、どのように企画を考えていきますか。 

いつ頃  

誰が  

どのように  

質問２．総合的な学習の時間の担当の先生の年間の仕事の流れは、どのような流れになります

か。相談先（地域の識者や有識者等）なども教えてください。 

１．相談先がある         ２．相談先はない 

 

質問３．総合的な学習の時間を進めるにあたって、困っていることはありますか。 

 （地域に協力してほしいこと、一緒に進めたいことや、学校内ではできないことなど） 

 

質問４．新型コロナウイルスのため、当初の計画で、変更をしたことがあれば、どのように変

更したのか教えてください。 

 

 

質問５. 総合的な学習の時間にオンライン学習を活用していますか。 

１．はい             ２．いいえ 

オンライン学習をどのように活用しているか、また、今後活用する予定があればどのように活

用するのか教えてください。 
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質問６．校区の地域における、自然や人の宝物のデータベース（この分野はこの人に相談すれ

ば良いという情報や特産品の情報等）があれば、総合的な学習の時間に活用し、担当の先生方

の負担も軽減されると考えますか。 

１．そう思う            ２．そう思わない 

その理由 

 

 

質問７．地域学校協働本部等、地域と学校の橋渡しをする「コーディネーター」（有償を想定）

を設置すれば、総合的な学習の時間に活用し、担当の先生方の負担も軽減されると考えますか。 

１．そう思う            ２．そう思わない 

その理由 
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Ⅲ 実施結果 

■質問１．総合的な学習の時間は、いつ、誰が、どのように企画を考えていきますか。 

多くが下記のようであった。 

いつ 誰が どのように 

年度当初 学年の担当の職員 昨年度の計画と年間カリキ

ュラムを参考に、学年会で検

討し改善 

年度末 地域連携指導部を立ち上げ、

ここを中心に提案している。 

 

■質問２．総合的な学習の時間の担当の先生の年間の仕事の流れは、どのような流れになりま

すか。相談先（地域の識者や有識者等）なども教えてください。 

  

○倉地祭り保存会、河川環境楽園、関市文化課、円空さといも、用水、足立鵜匠 

○伝統的に地域とのつながりがあるため、米づくりは〇〇さん、文化施設は〇〇さんと連携す

ればよいということがわかっている。 

○3 年：円空さといも…JA 中濃営農経済センター職員・中濃農林事務所職員・地域外部講師 

4 年：長良川環境調査…河川環境楽園 

5 年：福祉…関市福祉協議会の職員、社会福祉協議会瀬尻・広見の各支部長 

○課題設定を行い、児童が話を聞きたい人や講師や見学先を決定している。そして、教師が直接

交渉している。 

○青少年育成協議会、PTA 等 

○第１学年においては、一部の学習内容において NPO 法人「ぶうめらん」との連携があり、企

画運営面で支援いただいている。 

○学校評議員、地域に住んでいる退職した先生、地域産業の企業の社長 

 

 

 

 

1いる

73%

2いない

27%

総合学習の相談相手がいるか

1いる 2いない
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■質問３．総合的な学習の時間を進めるにあたって、困っていることはありますか。 

 

人材がわからない 

・地域にどんな人材が眠っているのかわからない。 

・学校の特色を出しながら教科で学んだ力をつけるためには外部の方をどのように選ぶか。 

・地域のふれあいセンターが窓口となって人材リストの作成や地域学習のコーディネートを

して欲しい。 

 

時間がかかる 

・地域や外部講師の方と連絡調整に時間がかかってしまう。外部のコーディネーターに調整

していただけると助かる。 

・活動を支援する方（団体）との事前打合せ、日程調整等に多くの時間と労力を費やすこと 

 

コロナ禍でやれることの減少 

・祭りが中止になってしまった。 

・高齢者との交流 

 

困っていることはない 

・今までは講師をお願いした方など快く引き受けていただけているので、特にありません。 

・例年、多くの外部団体に協力いただきながら実践を進めているため、今のところ困ってい

ることはない。 

・普段から富野ふれあいセンターの方や地域の漁協、ＪＡ、職場体験先、働く先輩の講話な

ど、幅広く協力をいただいているので助かっています。 

 

■質問４．新型コロナウイルスのため、当初の計画で、変更をしたことがあれば、どのように変

更したのか教えてください。 

延期、訪問の取りやめ、調べ学習への切り替え等 

 

■質問５．総合的な学習の時間にオンラインをどのように活かしていますか。 
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ほとんどの学校で総合学習ではオンラインを活用していないことがわかった。 

 

質問６．校区の地域における、自然や人の宝物等のデータベースがあれば、総合的な学習の時間

に活かし、担当の先生方の負担も軽減されると考えますか。 

  

「そう思う」の理由 

・教員だけでは情報が限られる。関市外から勤務しているため詳しく理解できないこともあ

る。 

・情報収集する時間の確保が難しいので、毎年昨年度と変わらない学習になりがちであるた

め。 

・探すのに時間がかかったりするので、相談先が明確であれば、容易に計画できる。 

・つながりの継続もできていくと思います。 

・新しい内容や、改善を考える時にも、校区という点がメリットになると思う。 

 

活用していない

, 92%

オンラインを活用しているか

87%

13%

データベースは先生の負担軽減になると考えるか

1そう思う 2そう思わない

活用している 8% 
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「そう思わない」の理由 

・現在も、地域の中で相談できる方がいて、そういった方々に協力していただいて進めてい

るから。 

・仕事内容自体が減少する訳ではないので、負担の軽減はあまりないと考えます。 

 

質問７．地域と学校の橋渡しをする「コーディネーター」（有償を想定）を設置すれば、総合的

な学習の時間に活かし、担当の先生方の負担も軽減されると考えますか。 

 

「そう思う」の理由 

・地域を学ぶには地域のことをよく知っている方に相談できるとその労力が減る。子供にと

っても実感が持てるものとなる。 

・相談機会、時間を捻出することは難しいが、学校が求めるねらいや児童に求める資質能力

を共有でき協働することができるならば負担軽減可能と考える。 

・よさと大変さの両方あると思います。地域のことと、学校のことの両側について理解して

くださる方にコーディネーターになっていただけるのであれば大変助かります。軌道に乗る

までは、教頭とコーディネーターさんが連携を図っていくことが大変だと思いますが、軌道

に乗ってしまえば、どちらにとっても win-win の関係づくりができていくのではないかと思

います。但し、予算化してコーディネーターさんを各校につけるだけでなく、コーディネータ

ーさんを育成するような研修会の機会を計画的に位置付けていただけると大変ありがたいと

思います(北名古屋市がやっています)。これからの学校経営には、地域とのつながりが大きな

カギとなると感じています。 

・地域のことを幅広く知っているコーディネーターがいれば、学校が考えていることが実行

可能なのか不可能なのか、どこに依頼すればよいのかを判断し動いていただけると思うから。 

 

「そう思わない」の理由 

・十分な連携が取れない場合や人材次第で、逆に学校の負担が大きくなる場合がある。 

1そう思う

67%

2そう思わない

33%

コーディネーターは先生の負担軽減になると考えるか
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・地域と直接やりとりした方がスムーズに学習準備ができると思います。 

・有償である以上、活用しなければならなくなるが、それがゆえの負担も大きいと思う。 

・もうコーディネーターの方がいる状態で進められているから。 

・コーディネーターに学校と地域との間で調整してもらうことで、学校職員では言いづらい

事を伝えてもらうことも可能であるが、互いの意識の差が生じないよう事前に学校の考え（活

動の願い、内容や進め方、児童への指導内容等）を伝える必要があるため、コーディネーター

との綿密な打合せは必須で、その時間と労力を費やさなければならないため。 

 

 

Ⅳ その成果 

アンケートから見えてきたことは次の通りとなりました。 

 

１） 先生たちが総合学習で困っていること 

① 人材がわからない。 

② 労力、時間がかかる。 

 

２） データベースは先生の負担軽減になる。 

① 先生が関市外から勤務していることも多い。 

② 情報収集に時間がかかっている。 

③ つながりの継続になる。 

上記の３点において、データベースの導入が有効であることが分かりました。 

 

３） 地域学校協働コーディネーターは、必要性はあるが、学校のことをよく理解している

人になってもらわないと、より手間や時間がかかる。 
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Ⅴ 提案と提案理由 

 

提案１ 総合的な学習の時間に活用できるよう、地域の宝データベースを作成してくださ

い。 

提案 

する課 

生涯学習課、市民協働課、学校教育課 

概要 ○範囲：９つの中学校区ごと 

○誰が作る：地域委員会 

○何を載せる 

 ・知っておくべき地域の歴史、自然 

・自分の地域にどんな企業があるか。そこが何をやっているのか。 

・地域に住んでいる特技がある人 

○作り方 

 ・情報の収集方法→SNS や広報を活用 

各地域で情報を集めるだけではなく、行政からも発信することで、情報収集

の支援を行う。また、ホームページのフォーム等を活用し、電子データでの情

報収集に努める。 

 ・現在ある地域委員会の部会（学習部会や歴史部会等）にお願いする、または

新たにプロジェクトチームを作ってもらう。 

○形式 

・雛形シートを作成する。 

・枠組み：データで管理する。 

・教育委員会が管理する学校のサーバーにデータを保存し、他の校区のものも見

えるようにする。 

・個人情報に配慮した上で、web システム化し、市のホームページ上で一般の人

が検索できるようにする。 

 

運営 このデータベースを活用したい場合、実際にどうやって使うのか。 

・学校がコーディネーターに連絡して、コーディネーターが調整する。 

必 要 経

費 

・地域委員会へのデータベース作成委託費 

・雛形の製作費（デザインや web システム） 

・web サイト製作費 

 

提案２ 子ども達の地域の理解が進むよう、地域委員会主導による地域学習スタートアッ

プセミナーを実施してください。 

提案 

する課 

生涯学習課、市民協働課、学校教育課 
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概要 地域学習の最初として、小学校、中学校の授業を３時間ほど地域委員会に依頼す

る。 

地域委員会が授業内容を考えて実施。子どもの主体的な学びになるようにプログ

ラムを考える。 

モデルケースとして数校で実施。 

 

■誰が：公募による地域委員会や、地域委員会でデータベース製作に関わった人 

■内容：地域の魅力を知ってもらうようなプログラムの企画を検討する。 

例） 

 ・データベースの人に来てもらって話をする。 

 ・地域のバスツアー 

 ・地域のことを総括的に講義をする。 

 ・地域の産品で料理実習 

 

運営 地域委員会からモデル地区を選んで実施 

必要経

費 

・講師料、材料費、旅費交通費 

 

提案３ 学校と地域と行政がより連携できるよう、地域支援職員が地域学校協働コーディ

ネーターを担ってください。 

提案 

する課 

生涯学習課、市民協働課、学校教育課 

概要 地域学校協働コーディネーターは、地域はもちろんのこと、学校のことも理解し

ている人を任命する必要がある。現在、地域支援職員の役割は曖昧な面もあり、

まだまだ本来の役割を発揮できていない。地域支援職員は市職員であり、学校と

の連携も取りやすいと思われるため、地域支援職員 4 名の中から、1 名を学校コ

ーディネーター担当とすることで、学校と地域と行政がより連携できると考える。 

 

■どんな役割を担うのか。 

○学校と地域と行政の連絡調整 

・データベースの作成についての調整 

・データベースを活用した運用の調整（学校で話してもらう人等の調整） 

・地域学習スタートアップセミナーの調整 

・地域から学校への依頼事項の調整 

 

○学校からの窓口はコーディネーターとなる。 
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Ⅵ 今後の展開 

○総合学習の成果を共有するオンライン発表会の開催を目指す。 

学校間同士で、簡単に webミーティングにつなげられることとなってきました。 

現状、地域の人に向けて成果を発表することはやっていますが、学校間、生徒同士の交流

はありませんでした。この取り組みが広がると、市外、県外の学校とも地域学習の交流が可

能となります。 


